
1億人ではなく、100億人を見据えた農林水産・食品産業へ
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農林水産物・食品
輸出プロジェクト

～農林水産物・食品の輸出拡大に向けて～



-1-

農林水産物・食品の輸出額の動向

財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成



上位10カ国輸出先国・地域別内訳（2018年）

（財務省「貿易統計」） （財務省「貿易統計」）

輸出先国・地域別輸出額の推移（億円）

（年）

順
位 輸出先国 輸出額

（億円）
構成比
（％）

輸出額内訳（億円）
農産物 林産物 水産物

1 香港 2,115 23.3 1,215 6 894 
2 中華人民共和国 1,338 14.8 691 164 482 
3 アメリカ合衆国 1,176 13.0 814 29 333 
4 台湾 903 10.0 708 22 173 
5 大韓民国 635 7.0 440 36 159 
6 ベトナム 458 5.0 266 8 184 
7 タイ 435 4.8 195 4 236 
8 シンガポール 284 3.1 232 3 50 
9 フィリピン 165 1.8 52 79 34 
10 オーストラリア 161 1.8 145 1 16 
－ ＥＵ 479 5.3 407 7 65 

世界 9,068 100.0 5,661 376 3,031 
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農林水産物・食品の輸出額の推移（国・地域別）
• 国・地域別でみると、香港、中国、台湾、韓国への輸出が５割強のシェア。
• 今後これらの国・地域以外のアジア、所得の高い北米、欧州諸国等にも輸出を拡大できる

可能性。
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出展：農林水産政策研究所| 世界の飲食料市場規模の推計

（2019年3月）

2030年の34か国・地域の飲食料市
場の規模は、GDPと人口の見通しを
踏まえると1,360兆円。2015年の
1.5倍。

地域別に見ると、1人当たりGDPの伸
びが大きいアジアは、420兆円から
800兆円と1.9倍に拡大。

北米は 220 兆 円 か ら 280 兆 円 と
1.3倍に、ヨーロッパは210兆円
から240兆円と1.1倍に各々増加。

今後、日本の食品市場は減少する一方、世界の食品市場は拡大

今後の食品市場規模の推計 (出展：農林水産政策研究所)



現状の課題

２．産地でのグローバル対応ができていない

１．生産現場での輸出に関する情報不足

３．事業者間の連携ができていない

（マーケティング、支援策、輸出規制等）

（HACCP、GAP、農薬対応等）

（産地間連携、川上から川下のシェアビジネス等）
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○GFP(ジー・エフ・ピー)とは、 Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers
Project の略称であり、農林水産省が推進する日本の農林水産物・食品の輸出プロジェクト。

○平成30年8月31日に農林水産物・食品の輸出を意欲的に取り組もうとする生産者・事業者等のサ
ポートと連携を図る「ＧＦＰコミュニティサイト」を立ち上げ。

○当該サイトに登録した者を対象に、農林水産省がジェトロ、輸出の専門家とともに産地に直接出向い
て「輸出の可能性」を無料で診断する「輸出診断」を平成30年10月より開始。

農林水産物・食品輸出プロジェクト（GFP)の取組
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○農林漁業者・食品事業者へのサービス

・輸出診断を無料で実施

・輸出商社の「商品リクエスト情報」の提供

・輸出希望商品の輸出商社への紹介

・輸出のための産地づくりは、計画策定から支援

・メンバー同士の交流イベントへの参加

○輸出商社・バイヤー・物流企業へのサービス

・生産者・製造業者が作成する「商品シート」の提供

・「商品リクエスト」の全国の生産者・製造業者への発信

・メンバー同士の交流イベントへの参加

GFP登録者へのサービス提供 GFPの登録状況（８月末現在）
○平成30年８月の発表以降、令和元年8月末段階での
登録事業者数は全1,740件

○輸出診断の対象者である農林水産物・食品事業者は
1,136件。

登録数（比率）

登録事業者数 1,740

1,136 (65%)

農林水産物
食品事業者

うち、輸出診断申込み数 801

うち、訪問診断申込み数 515

流通事業者、物流事業者 562 (35%)



GFPコミュニティ

ワンストップでの支援

輸出診断・
訪問診断

プレーヤー間の
ネットワーク
形成

（交流会）

輸出プレーヤー・
輸出商品の
見える化

共同プロジェクト
の企画・実行

(グローバル産地)

商談への
橋渡し

（商品リクエストサ
ービス、ECサイト
との連携）

経産省 国税庁 自治体

オールジャパンでの支援

農林漁業者 生産者団体・グループ 食品メーカー 輸出商社、物流企業等

GFP宣言・サイト登録

連携
農林水産省 JETRO

• 輸出診断を中心に取組を推進。
• 輸出商品の見える化・共同プロジェクトの実行等も展開予定。

GFP（農林水産物・食品輸出プロジェクト）について
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• 農水省・ジェトロ等の専門家が現地訪問
• 2019年7月末段階にて、全国各地で250件以上を訪問
• 加工食品、酒類、林産物、水産物等、幅広く実施

輸出診断・訪問診断
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１．生産現場での輸出に関する情報不足
２．産地でのグローバル対応ができていない
３．事業者間の連携ができていない



GFPグローバル産地づくり推進事業
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輸出先国のニーズや規制等に対応した産地の形成を進めるため、産地づくりの計画策定、
計画の実行に向けた体制整備等を支援

１．生産現場での輸出に関する情報不足
２．産地でのグローバル対応ができていない
３．事業者間の連携ができていない



GFPコミュニティサイト

“３６５日輸出EXPOの実現”

• 各登録者が、自分の商品やサービスをマイページで発信
• 他の登録事業者の業種/品目/地域等を、検索・閲覧
• 気になる事業者に、直接コンタクト
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１．生産現場での輸出に関する情報不足
２．産地でのグローバル対応ができていない
３．事業者間の連携ができていない



• 参加者によるワークショップ
• 輸出事例紹介
• 輸出商社・物流企業等との意見交換
• 交流会

交流会の開催

• 2019年3月にGFPキックオフイベント開催
• 2019年4月以降も全国各地でGFPイベント開催予定
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１．生産現場での輸出に関する情報不足
２．産地でのグローバル対応ができていない
３．事業者間の連携ができていない



1億人ではなく、100億人を見据えた農林水産・食品産業へ

お問い合わせ先

～農林水産物・食品の輸出拡大に向けて～

農林水産省食料産業局輸出プロジェクト室（GFP事務局）
担当：満安、佐原
TEL ：03-6744-7172（直通）
MAIL：gfp@maff.go.jp

東北農政局経営・事業支援部地域連携課
担当：三塚、中家、武藤
TEL ：022-263-1111(内4381)


